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議会だより議会だより議会だより議会だより

あなたの声を議会に！
　　山梨県西桂町

電話 0555-25-2123、FAX 0555-20-2015、Ｅメール    gikai@town.nishikatsura.yamanashi.jp まで
インターネットでも議会内容が閲覧できます。http://www.town.nishikatsura.yamanashi.jp
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一般会計決算賛成討論
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　財源の効率的かつ効果的な活用を図り、
　　　　　　　　　　　持続可能な行財政運営を

　住民のニーズに合った事業実施
　　　開かれた町政の推進を

梅　原　浩　一  議員

監査委員報告

　

令
和
６
年
９
月
12
日
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
令
和
５
年

度
一
般
会
計
決
算
は
、
歳
入
総
額
28
億
６
４
８
７
万‌

５
２
８
７
円
、
歳
出
総
額
26
億
６
９
５
８
万
４
３
２
７

円
、
歳
入
歳
出
差
引
き
１
億
９
５
２
９
万
９
６
０
円

の
黒
字
で
し
た
。
翌
年
度
へ
繰
越
す
べ
き
財
源
が

７
６
５
５
万
７
千
円
で
あ
り
ま
す
の
で
、
実
質
収
支
に

関
し
て
は
１
億
１
８
７
３
万
３
９
６
０
円
の
黒
字
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
収
支
の
実
態
把
握
に
努
め

適
正
な
財
政
運
営
を
行
っ
た
成
果
だ
と
考
え
ま
す
。

　

実
質
公
債
費
比
率
は
7.5
％
と
庁
舎
建
設
と
い
う
起
債

要
因
が
あ
る
な
か
低
水
準
を
保
っ
て
お
り
、
健
全
な
財

政
運
営
に
努
力
さ
れ
た
結
果
が
伺
え
ま
す
。
し
か
し
、

経
常
収
支
比
率
に
つ
い
て
は
、
89
・
３
％
と
前
年
度
よ
り

5.7
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
、適
正
水
準
（
80
％
）
を
超
え
て
お
り
、

原
因
の
究
明
と
経
常
経
費
の
さ
ら
な
る
抑
制
が
必
要
で
す
。

　

町
税
を
含
む
自
主
財
源
は
７
億
６
０
８
８
万
７
４
９
９‌

円
（
構
成
比
26‌

・
６
％
）、
交
付
税
を
含
む
依
存
財
源
は

21
億
３
９
８
万
７
７
８
８
円
（
構
成
比
73‌
・
４
％
）
と

な
っ
て
お
り
、
自
主
財
源
は
三
割
に
満
た
な
い
状
況
で

あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
人
口
減
少
に
よ
る
自
主
財
源
の
減
少
や
人

件
費
及
び
扶
助
費
の
増
加
に
よ
る
義
務
的
経
費
の
増
加

の
ほ
か
、
公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策
等
の
多
く
の
財
政

需
要
が
見
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
財
源
の
効
率
的

か
つ
効
果
的
な
活
用
を
図
る
と
と
も
に
、
持
続
可
能
な

行
財
政
運
営
の
推
進
に
取
り
組
む
こ
と
を
要
望
し
て
、

令
和
５
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

私
の
賛
成
討
論
と
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
西
桂
町
一
般
会
計
並
び
に
特
別
会

計
に
係
わ
る
歳
入
歳
出
決
算
審
査
の
結
果
、
歳
入

総
額
40
億
８
３
６
４
万
３
３
４
８
円
、
歳
出
総
額

38
億
１
２
４
８
万
７
９
９
４
円
、
翌
年
度
繰
越

額
（
一
般
会
計
）
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
総
額
は

１
億
５
０
０
４
万
６
０
７
４
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
か
ら
国
保
会
計
特
別
会
計
等
へ
の
繰
出
金

の
状
況
は
、
３
億
２
６
５
５
万
１
２
９
８
円
で
昨
年
度

よ
り
２
３
９
４
万
１
１
４
８
円
増
加
し
て
お
り
、
今
後

も
増
加
し
て
い
く
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
簡
易
水
道

及
び
下
水
道
事
業
は
、
令
和
６
年
度
か
ら
公
営
企
業
会

計
へ
移
行
し
ま
し
た
。
安
易
に
繰
出
金
に
頼
ら
ず
、
使

用
料
の
見
直
し
を
含
め
、
独
立
採
算
の
原
則
に
則
り
、

経
営
状
況
を
把
握
し
、
健
全
な
運
営
に
努
め
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

新
庁
舎
建
設
事
業
の
令
和
５
年
度
ま
で
の
支
出
額

は
、
９
億
８
０
８
７
万
３
４
１
６
円
、
翌
年
度
繰
越

額
は
９
億
２
６
９
３
万
５
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
繰

越
額
を
含
む
総
事
業
費
に
対
す
る
収
入
は
、
町
債

11
億
８
５
９
０
万
円
、
基
金
６
億
３
９
９
６
万
４
千
円

が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

今
後
の
事
業
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
住
民
福
祉
の
推

進
に
努
め
る
と
と
も
に
「
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
」

と
い
う
地
方
財
政
運
営
の
基
本
原
則
の
も
と
、
住
民
の

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
、
合
理
的
な
計
画
に
基
づ
く
事
業
の

実
施
並
び
に
、
基
金
へ
の
積
立
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

新
庁
舎
完
成
は
、ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、ス
タ
ー
ト
で
す
。

町
民
の
利
便
性
の
向
上
に
さ
ら
に
努
め
、
職
員
が
一
丸

と
な
っ
て
、
開
か
れ
た
町
政
の
推
進
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

荒  井　義  光  代表監査委員
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3億4812円

繰出金、維持補修費、
積立金、出資金・貸付金

5億5304円
主に常勤職員
給与、町長、
議員及び各種
委員等の報酬

令和５年度  一般会計決算総額令和５年度  一般会計決算総額
2626億億69586958万円万円

■基　金（貯金） 
　決算額 17億7981万円　前年度比 3682万円減

   （1人当たり残高 45万129円）

■地方債（借金） 
　決算額 30億9917万円　前年度比 3665万円増

   （1人当たり残高 78万3806円）

※基金（貯金）の額は一般会計及び特別会計の合計の額 
　です。
※地方債（借金）残高には、交付税算入基礎額として後 
　年度に国が負担してくれる額が含まれているため、全 
　てが借金とはなりません。

※町民１人当たりの額は令和６年４月１日現在人口 
　3954 人で割った額

住みよいまちづくりを実施住みよいまちづくりを実施

※〔　　〕内は前年度との増減率

投資的経費

5億976円

建物の建設、
道水路整備、
大型備品の購入

4億6321円

一般事務経費、臨時職員
賃金、業務委託費等

他市町村との
広域業務負担、
各種団体への
補助等

3億5661円
2億4296円

施設措置費、
各種福祉手当
医療費手当等

1億9588円

毎年度、償還すべき
町債の元金、利子

人 件 費

物 件 費

補助費等
扶 助 費

公 債 費

そ の 他
〔8.3％減〕

〔10.6％減〕
〔5.9％減〕

〔2.4％減〕

〔11.0％減〕
〔40.5％減〕

〔21.4％減〕人件費
��.�％

投資的経費
��.�％

物件費
��.�％

補助費等
��.�％

扶助費
�.�％

公債費
�.�％

その他
��.�％



情
報
の
発
令
を
受
け
、
地
域
防
災
計
画

を
基
準
と
し
た
体
制
を
整
え
る
た
め
、

緊
急
的
な
対
応
会
議
を
開
催
し
、
町
民

に
対
し
、
防
災
無
線
や
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ

等
を
通
じ
た
注
意
喚
起
を
促
す
と
同
時

に
、
連
休
中
の
発
災
に
即
座
に
対
応
す

る
た
め
の
職
員
体
制
の
整
備
や
避
難
所

開
設
の
た
め
の
物
資
等
の
準
備
を
行
い

ま
し
た
。

　

８
月
15
日
を
も
っ
て
「
南
海
ト
ラ
フ

地
震
臨
時
情
報
（
巨
大
地
震
注
意
）」

は
解
除
さ
れ
ま
し
た
が
、
大
規
模
地
震

の
発
生
の
可
能
性
が
な
く
な
っ
た
わ
け

で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
今
回
の
経
験
を

踏
ま
え
、
改
め
て
「
日
頃
か
ら
の
地
震

等
の
備
え
」
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
ご

準
備
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

   

観
光
の
振
興

　

三
ツ
峠
ふ
る
さ
と
夏
ま
つ
り

２
０
２
４
が
例
年
ど
お
り
８
月
15
日
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
も
台
風
７
号

接
近
に
よ
る
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た

が
、
幸
い
に
し
て
降
雨
が
な
く
、
心
地

よ
い
風
が
吹
く
絶
好
の
お
祭
り
日
和
の

中
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
の
イ
ベ

ン
ト
よ
り
発
足
し
た
「
ふ
る
さ
と
夏
祭

り
若
手
検
討
会
」
が
、
盆
踊
り
を
復
活

   

地
域
防
災
の
推
進

　

８
月
８
日
の
夕
方
に
日
向
灘
を
震
源

と
し
た
地
震
に
伴
い
「
南
海
ト
ラ
フ
地

震
臨
時
情
報
（
巨
大
地
震
注
意
）」
が

初
め
て
気
象
庁
よ
り
発
表
さ
れ
た
こ
と

は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
」

発
令
直
後
の
９
日
の
夜
間
の
地
震
に
お

い
て
は
、
町
で
も
震
度
３
を
観
測
し
、

町
民
誰
も
が
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発
生

を
意
識
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ
っ

た
こ
と
は
想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

当
町
に
お
い
て
も
、
初
め
て
の
臨
時

－ 4－

に
限
ら
ず
、
地
震
や
豪
雨
・
豪
雪
な
ど

の
災
害
に
備
え
て
、
今
後
も
防
災
訓
練

や
防
災
に
関
す
る
研
修
な
ど
様
々
な
機

会
を
通
じ
て
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
令
和
６
年
度
の
各
種
の

事
務
事
業
の
状
況
に
つ
い
て
ご
説
明
申

し
上
げ
ま
す
。

   

道
路
交
通
網
・
公
共

　
　 

交
通
体
系
の
確
立

　

県
道
富
士
吉
田
西
桂
線
に
つ
き
ま
し

て
は
、
先
日
上
町
池
の
頭
地
区
に
お
け

る
未
施
工
区
間
の
上
下
３
分
の
１
ず
つ

が
、
工
事
発
注
さ
れ
ま
し
た
。
残
り
の

３
分
の
１
に
つ
き
ま
し
て
も
令
和
７
年

度
中
に
は
施
工
が
終
わ
る
予
定
で
あ
り

ま
す
。
令
和
８
年
度
に
は
い
よ
い
よ
全

線
開
通
予
定
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
都
留
方
面
を
考
え
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
８
月
27
日
に
「
西
桂

町
・
都
留
市
・
大
月
市
に
お
け
る
広
域

道
路
網
を
考
え
る
会
」
の
設
立
集
会
が

各
市
町
の
首
長
・
議
会
議
長
・
副
議
長

出
席
の
中
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
会
は
広
域
道
路
事
業
化
に
向
け
て
の

足
掛
か
り
と
な
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
大

い
に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り

ま
す
。

山 崎 町 長
行 政 報 告

工事に着手した県道富士吉田西桂線（上町池の頭地区）

　

先
月
発
生
し
た
台
風
10
号
は
、
今
ま

で
に
体
験
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な

「
超
ノ
ロ
ノ
ロ
台
風
」
で
あ
り
列
島
各

地
に
大
雨
や
交
通
機
関
へ
多
大
な
影
響

を
も
た
ら
せ
ま
し
た
。

　

幸
い
当
町
で
は
、
他
の
自
治
体
の
よ

う
な
大
き
な
被
害
に
は
見
舞
わ
れ
な

か
っ
た
も
の
の
、
総
雨
量
２
８
０
mm
を

超
え
る
降
雨
が
あ
り
、
防
災
訓
練
の
中

止
や
台
風
の
進
路
が
不
確
実
な
こ
と
に

よ
り
小
中
学
校
に
お
い
て
も
休
校
対
応

を
い
た
し
ま
し
た
。

　

台
風
シ
ー
ズ
ン
が
今
後
も
続
く
中
に

お
い
て
、
地
球
温
暖
化
で
激
甚
化
し
た

台
風
が
上
陸
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
当
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
台
風
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度
、
自
身
の
健
康
状
態
を
確
認
す
る
た

め
の
機
会
と
し
て
集
団
健
診
を
身
近
に

感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
７

月
末
に
実
施
し
た
集
団
健
診
に
お
い

て
、
健
診
終
了
時
に
お
楽
し
み
抽
選
会

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

結
果
と
し
ま
し
て
、
前
年
の
２
６
８

人
か
ら
24
人
増
の
２
９
２
人
の
受
診
者

と
な
り
ま
し
た
。
11
月
に
実
施
い
た
し

ま
す
集
団
健
診
に
お
い
て
も
同
様
に
抽

選
会
を
実
施
し
、
引
き
続
き
、
集
団
健

診
を
年
中
行
事
の
一
つ
と
し
て
町
民
の

皆
様
に
受
診
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な

機
運
醸
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
感
染
症
対
策
と
し
て
、
新
型

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
は
、
令
和
６
年
度

秋
冬
に
お
い
て
は
定
期
接
種
と
し
て
、

主
に
65
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
国

及
び
町
等
が
助
成
を
行
う
中
で
概
ね

３
５
０
０
円
程
度
の
自
己
負
担
で
接
種

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

町
で
は
９
月
下
旬
に
季
節
性
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ
に
併

せ
て
対
象
者
へ
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
と

同
様
に
、
令
和
６
年
10
月
１
日
か
ら
令

和
７
年
２
月
28
日
ま
で
、
個
別
接
種
に

よ
り
実
施
い
た
し
ま
す
。

   

子
育
て
支
援
の
推
進

　

国
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
よ
り
、

家
庭
等
に
お
け
る
生
活
の
安
定
に
寄
与

す
る
と
と
も
に
、
次
代
の
社
会
を
担
う

児
童
の
健
や
か
な
成
長
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
児
童
手
当
拡
充
に
つ
い

て
、
所
得
制
限
の
撤
廃
、
高
校
生
年
代

ま
で
の
支
給
期
間
の
延
長
、
多
子
加
算

に
つ
い
て
第
３
子
以
降
３
万
円
と
す
る

拡
充
に
伴
う
児
童
手
当
関
連
経
費
を
、

補
正
予
算
に
計
上
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

   

行
財
政
運
営
の
充
実

　

国
の
「
物
価
高
騰
対
応　

重
点
支
援　

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
」
を
受
け
、
物

価
高
騰
の
影
響
を
受
け
た
生
活
者
等
に

対
し
、
必
要
な
支
援
を
き
め
細
や
か
に

実
施
す
る
た
め
、
７
月
１
日
時
点
に
お

け
る
全
町
民
へ
１
人
あ
た
り
４
０
０
０

円
分
の
「
西
桂
町
民
生
活
応
援
券
」
を

９
月
下
旬
に
全
世
帯
へ
向
け
て
発
送
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

使
用
期
限
が
12
月
中
と
な
り
ま
す
の

で
、
応
援
券
の
受
け
取
り
確
認
を
し
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
早
目
の
ご
利
用

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

続
き
ま
し
て
役
場
新
庁
舎
に
つ
き
ま

し
て
は
、
本
年
５
月
の
開
庁
以
来
、
は

や
４
か
月
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。

　

新
庁
舎
の
開
庁
に
伴
い
、
こ
の
間
に

お
い
て
来
庁
者
の
皆
様
を
ご
案
内
す
る

た
め
の
総
合
窓
口
案
内
の
設
置
や
夏
季

期
間
に
お
け
る
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル

タ
ー
ス
ペ
ー
ス
の
解
放
、
通
年
を
通
し

て
施
設
見
学
や
ご
利
用
し
て
い
た
だ
く

た
め
の
役
場
庁
舎
の
解
放
、
会
議
室
等

の
貸
し
出
し
の
開
始
な
ど
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
手
探
り
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
新
庁
舎
を
ご
利
用
し
て
い
た
だ
く

皆
様
に
も
っ
と
身
近
な
施
設
と
な
る
よ

う
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

町
民
皆
様
の
ご
来
庁
を
心
よ
り
お
待
ち

申
し
上
げ
ま
す
。

役場庁舎内に設けたクーリングシェルター

さ
せ
ま
し
た
。
今
後
も
色
々
と
企
画
立

案
を
行
う
こ
と
と
聞
い
て
お
り
、
若
い

世
代
の
活
躍
に
よ
る
発
展
を
期
待
す
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

来
場
者
数
も
昨
年
よ
り
大
幅
に
上
が

り
４
１
７
２
人
の
来
場
が
あ
り
ま
し

た
。
本
年
は
従
来
以
上
に
町
民
に
よ
る

町
民
の
た
め
の
お
祭
り
を
行
う
こ
と
が

で
き
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

   

保
健
・
医
療
の
充
実

　

ま
ず
保
健
事
業
の
推
進
と
し
て
、
疾

病
の
予
防
や
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に

よ
る
医
療
費
の
抑
制
を
図
る
た
め
に
、

特
定
健
診
及
び
が
ん
検
診
を
集
団
健
診

と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
年
に
一 賑わいを見せた三ツ峠ふるさと夏祭り
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　令和６年西桂町議会９月定例会は、９

月 12日から 26日までの 15日間の会期

で開かれました。

　町長より条例案４件、補正予算案４件、

決算認定７件、人事案件２件の計 17件、

議員より発議３件が提案され、全ての議

案は原案のとおり可決・認定されました。

差引き額　  1億9529万円

  農作業管理委託料
小林委員　小学校の学校田管理委託料は 12 万円です。
保育所の教育ファームの委託料は 24 万８千円で倍の
金額です。この積算根拠を教えてください。
川村教育次長　小学校の学校田は、長年実施しており、
積算根拠はわかりませんが、従来から町内農業者の皆
さんにご協力いただき、年間の委託料としてお支払い
しています。
権守子育て支援課長　教育ファーム事業は、平成 21
年に農林水産省の補助事業として実施したのが始まり
です。農地が変わりましたので、平成 21 年当時の委
託料をもとに面積按分して積算しています。
小林委員　小学校の学校田と教育ファームは、どちら
も西桂の子どもたちを対象に行っている事業です。疑
義のないよう公明正大な積算のもとに、事業を継続し
ていただきたいです。

歳入総額　28億6487万円
歳出総額　26億6958万円

９月定例会

教育ファームで農作物の収穫を楽しむ園児たち

一般会計決算認定に対する本会議議決結果

議
決
案
件

可　

決
８ １ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

議　

長
◯ × ◯

賛　

成

反　

対

菅 

谷 　

 

順

梅 

原 

浩 

一

武 

藤 

英 

一

渡 

辺 

正 

芳

中 

村 

常 

実

藤 

江 

雅 

江

酒 

井 

基 

和

武 

藤 

隆 

義

小 

林 　

 

剛

瀧 

口 

幸 

男
議　案　名

令和５年度西桂町一般会計歳入歳出決算認定

※議長は議事進行を行うため採決に加わりませんが、賛否同数の場合のみ議長も賛否を表明します。

● 新役場庁舎建設事業… ……………………………………………………… 2 億 3716 万円
● 町営住宅水回り等改修工事（中野団地、月夜ノ平団地）【国庫補助事業】… 1 億   116 万円
● 西桂小学校グラウンド・体育館照明ＬＥＤ化及び太陽光発電システム
　 設置工事【国庫補助事業】………………………………………………………… 3698 万円
● 富士見橋補強補修工事【国庫補助事業】…………………………………… 2988 万円

令和５年度一般会計の主要事業
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令和5年度 一 般 会 計 決 算

令和５年度一般会計歳入歳出決算認定
に知っていただき、河川にゴミを捨てないように、強
い働きかけをお願いします。

  防災行政無線
  
小林委員　当初、防災行政無線の受信機は高齢者に配
布していました。新規に対象となった人たちへは、引
き続き受信機を無償配布していますか。
佐藤総務課長　新規で対象になる世帯についてはなか
なか把握しきれませんので、広報等でお知らせをしま
して、必要な世帯に貸与できるようしていきます。

  家具転倒防止事業
瀧口委員　地震が来たときにタンスなどが倒れないよ
うに、転倒防止器具の取り付けについて補助金を出し
てほしいと思います。
小川福祉保健課長　高齢者等を対象に家具転倒防止事
業を実施していますが、令和５年度は応募がございま
せんでした。高齢者の皆さんに知っていただけるよう
周知方法を検討していきたいと思います。
瀧口委員　回覧板を使って周知をお願いします。私も
広く周知していきたいと思います。

  移動支援事業
武藤（隆）委員　移動支援事業の実績 428 万 3000 円は、
主に人件費の経費だと思います。運転手８名が登録さ
れていますが、どのよう方法で運転手を採用されてい
るのか教えてください。
小川福祉保健課長　運転手の選任の方法については、
町の会計年度任用職員を募集する際に、移動支援事業
の運転業務として募集をしています。

 
  河川環境対策事業
武藤（隆）委員　環境対策事業の桂川河川清掃は、昨年
96 名が参加いたしました。 河川のゴミは上流から流
れて来ます。基本的に都留市、大月市でも清掃活動は
しているようです。聞いたところによると上流の市で
は実施していないようです。行政として、上流の市等
にゴミを少なくするような働きかけをしていますか。
小山税務住民課長　上流の自治体に対しての働きかけ
はまだ行っていませんが、除塵機を設置してから回収
しているごみ量のデータを集計しています。このデー
タを基に協議できる準備を整えていきたいと考えてお
ります。
武藤（隆）委員　除塵機は西桂町内の水路を流れている
ゴミです。桂川河川清掃は年１回ではありますが、県
内外の各種団体に協力をいただいて、大量のゴミを回
収しています。この現状を町内及び上流の市や村の方々   縄文土器の管理状況

瀧口委員　過去に町内で掘り出された縄文式土器など
の文化財は、どのように管理していますか。
川村教育次長　町内で出土した土器等は、きずな未来
館の２階に展示しております。大変珍しい土器が１点
ありますが、その土器は県の考古博物館が展示させて
ほしいというので貸与しております。
瀧口委員　それほど貴重なものならば、町の施設の人
の目のつくところへ展示していただきたいです。
川村教育次長　きずな未来館の展示スペースを利用し
て、破損することがないよう安全な展示方法を考えて
対応していきたいと思います。

桂川河川清掃にご参加いただいた皆さん
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て、補修が必要だという事態が発生したときに、国や
県から補助金はもらえますか。
前田建設産業課長　今まで下水道事業で対象となって
いる交付金事業が、今後適用になるのではないかと聞
いております。交付金の条件として、施設の長寿命化
計画を立て、その計画に沿った修繕が対象になると考
えられます。まずは長寿命化修繕計画に取り組みたい
と考えています。
小林委員　長寿命化計画を速やかにできる範囲内で立
て、交付金が申請できる体制を整えておいていただき
たいと思います。

  令和５年度下水道特別会計
歳入歳出決算認定

小林委員　下水道本管の布設にあたり、着工までの手
順について説明をお願いします。また、工事対象エリ
アに小売店や会社等があり、駐車場の確保を依頼され
た場合には、どのように対応しますか。
前田建設産業課長　まずエリアの計画を立て、国から
承認を受けます。路線ごとに設計をしてから工事を順
次進めていきます。エリアの選定については、接続件
数が多く見込めるところから順番にエリアを絞って区
域設定をしています。　
　また、工事箇所に商店等がある場合には、工事の説
明をする中で工期の変更や夜間工事に変えています。
駐車場が必要な場合には別途確保して、協議をしなが
ら進めています。
小林委員　工事エリアの住民に対しては、工事発注後
に業者と共に合意を取りに伺って、そのうえで工事を
行っているとのことですが、もし合意が得られない場
合の対応は。
前田建設産業課長　合意が得られない場合は、工事を
中止することもやむを得ないと考えております。

令和５年度国民健康保険特別会計
歳入歳出決算認定

武藤（隆）委員　保健事業費が前年度に比べて 65％増
えています。これはデータヘルス計画策定に伴う業務
委託費が増えて、医療費等は増えていないと考えてよ
ろしいですか。
小山税務住民課長　データヘルス計画の事業費が主な
経費です。医療費は横ばいとなっています。

 令和５年度後期高齢者医療特別会計
歳入歳出決算認定

武藤（隆）委員　高齢者数は増えていますが、前年度に
比べて医療費が減少しています。また町からの予算も
前年度より減っています。これは喜ばしいことですの
で、この努力を続けていただきたいです。

令和５年度介護保険特別会計
歳入歳出決算認定

武藤（隆）委員　以前、町にも通所リハビリテーション
の介護施設が必要だと一般質問いたしました。その際
に、今後懇話会で検討するとの回答がありましたが、
その後の状況について教えてください。
小川福祉保健課長　昨年度策定しました介護保険事業
計画の策定過程で、同事業計画策定懇話会にて検討が
されましたが、ニーズ調査及び試算したサービス量か
ら、町単独での施設整備は難しいと判断されました。
武藤（隆）委員　ただニーズが少ないからではなく、少
数でも対象者がいましたら町内で利用できるような体
制整備を検討願います。

  令和５年度簡易水道特別会計
歳入歳出決算認定

小林委員　配水池の給水タンクの補修、修繕等に関し

令和５年度  特別会計決算額　全員賛成
会　計　名 歳入総額 歳出総額 差引額

国民健康保険特別会計 3 億 8312 万円 3 億 8198 万円 114 万円
後期高齢者医療特別会計 8663 万円 8661 万円 2 万円
介護保険特別会計 4 億 5739 万円 4 億 2268 万円 3471 万円
介護予防支援事業特別会計 130 万円 108 万円 22 万円
簡易水道特別会計 8858 万円 6188 万円 2670 万円
下水道特別会計 2 億   175 万円 1 億 8867 万円 1308 万円

合　　　計 12 億 1877 万円 11 億 4290 万円 7587 万円
（１万円未満四捨五入）
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９月定例会
人事案件

公
平
委
員

教
育
委
員
会
委
員

相澤　勇 委員 （本町）小野田　恵 委員 （上町）

　次の 2 件の請願は、いずれも採択と決し、令和６年９月 27 日付けにて、請願の趣旨に基づき 
関係機関に意見書を提出いたしました。

条　　例　　名 審議結果 主　な　内　容

行政手続における特定の個人を識別するた
めの番号の利用等に関する法律等の一部
を改正する法律の一部の施行に伴う関係条
例の整備に関する条例の制定について

可決
（全員賛成）

令和６年 12 月２日に従来の健康保険証が
廃止され、マイナンバーカードと一本化さ
れることに伴う関係条例の改正。

西桂町特別職の職員で非常勤のものの報
酬及び費用弁償に関する条例の一部改正
について

可決
（全員賛成）

消防団員の処遇改善を図るため、令和７年
４月１日より消防団員の年額報酬を改定す
るための条例の改正。

西桂町消防団員の定員、任免、給与、服
務等に関する条例の一部改正について

可決
（賛成多数）

消防団員の処遇改善を図るため、令和７年
４月１日より消防団員の有事における出動
報酬を改定するための条例の改正。

西桂町ひとり親家庭医療費助成に関する
条例の一部改正について

可決
（全員賛成）

児童扶養手当法施行令及び特別児童扶養手
当等の支給に関する法律施行令の一部を改
正する政令の施行に伴う条例の改正。

９月定例会・条例改正

請願書　処理状況

件　　　名件　　　名 加配定数の振り替えによらない小学校 35 人学級の実施、中学校での 35 人学級の実
施、教職員定数改善、及び義務教育費国庫負担制度拡充を図るための請願書

請　願　者請　願　者 南都留地区ＰＴＡ協議会、南都留地区公立小中学校長会、南都留地区公立小中学校
教頭会、山梨県教職員組合南都留支部

請願の要旨請願の要旨
加配定数の振り替えによらない小学校 35 人学級の実施、中学校での 35 人学級の実
施、教職員定数改善、及び義務教育費国庫負担制度拡充が図られるよう、国の関係
機関に意見書を提出すること

件　　　名件　　　名 「女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を求める意見書」の日本政府への提出
についての請願

請　願　者請　願　者 女性差別撤廃アクションやまなし代表　  山梨県立大学名誉教授　池田　政子
女性差別撤廃アクションやまなし副代表  元 山梨学院大学教授　山内　幸雄

請願の要旨請願の要旨 国会及び政府において、女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を強く求める
ため、関係大臣に意見書を提出すること
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令和６年度 一般会計補正予算（第２号）

小林委員　利用拡大は是非やっていただきたいです。
鉄道を利用して通学していることは、電車賃の領収書
を見れば分かるし、地元に住んでいることは住民票で
証明できます。授業開始に間に合わないという事情を
考慮するならば、当然積極的に拡大をして、是非実現
させてもらいたいと思います。
佐藤総務課長　県に事業の拡大、制度の拡充を要請、
要望したいと思います。
渡辺委員長　定住促進の考えから、通勤手当を出して
いる自治体がありますが、町の人口を増やすためにも
通勤手当の支援について考えはありますか。
佐藤総務課長　この補助金はあくまでも通学に対する
県の補助制度になっておりますので、県へ要望してい
きたいと思います。

  東京造形大学との産学連携
瀧口委員　東京造形大学との産学連携による商品開発
負担金ですが、商品開発の状況について説明してくだ
さい。
前田建設産業課長　東京造形大学と西桂町及び富士吉
田市との連携で、織物屋さんに学生を受け入れてもら
い、新商品の開発などに協力していただいています。
内容は新商品を開発して、出来上がった製品を発表会
で発表していただくというような事業です。
　今までは大学で経費を全部払っておりましたが、　
今回、町と包括協定を結んだことから、西桂町・富士
吉田市双方で一部負担金を出すことになりました。金
額は富士吉田市と足並みを揃えまして、西桂町内では
２社が学生を受け入れておりますので、１社×４万円
の計８万円を負担金として計上いたしました。

  小中学校防犯カメラ増設
武藤（隆）委員　小学校費と中学校費の予算の中に、防
犯カメラの増設があります。小中学校に既存のものが
何台あって、何台増設するのか、それぞれの事業費と
併せて教えてください。
川村教育次長　小学校は既存のものが４台あります。
新規増設が２台、事業費は 59 万 700 円です。中学校
は既存のカメラが７台、増設するのは３台、事業費は
39 万 9410 円です。
武藤（隆）委員　防犯カメラは、誰がやったかという犯
人探しするようなものですが、それよりは一歩先を進
んで、「監視カメラ録画中」といった看板を設置すれば、
一つの抑止力になるので、看板の設置もお願いします。

  鉄道通学支援補助金
小林委員　鉄道通学支援の補助金の適用には「三つ峠
駅から乗らなければいけない」というルールがあった
と思います。なぜ三つ峠駅を使わないとこの支援を受
けられないのですか。電車を待っていると授業に間に
合わないそうです。そういう生徒は自分で車を運転し
て、大月駅周辺に駐車場を借りて、そこから早い電車
に乗って通学する生徒もいます。三つ峠駅を起点にし
ている子どもだけしか対象にできない理由を説明願い
します。
佐藤総務課長　通学支援補助金は県から補助金をいた
だいております。補助率は２分の１の事業で、地元か
ら県外に通学することが条件にありますので、三つ峠
駅から乗って県外へという県の要綱に沿った条件で実
施しています。併せて、委員の話もありましたので、
使い方の面につきましては、県に要望を出していきた
いと思います。

令和６年度　一般会計補正予算額及び主な経費
会　　計　　名 審議結果 補　正　額 補正後の予算総額

一般会計補正予算（第２号） 可　決
（全員賛成） ６６７７万円 ２７億５４９７万円

公共施設高濃度ポリ塩化ビフェニル（ＰＣＢ）廃棄物処理業務委託費　２２８２万円
簡易水道事業会計の工事請負費　１１７２万円、下水道事業会計の修繕費及び人件費　８２６万円
児童手当制度改正による扶助費の増　６４４万円（国・県負担金事業）
高齢者等新型コロナウイルスワクチン接種業務委託　５６４万円（国附属機関の補助事業）他　　
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令和６年度 簡易水道事業会計補正予算（第１号）

小林委員　簡易水道事業の工事内容について説明をお
願いします。
前田建設課長　県道の新設に伴い、２件の工事を行い
ます。一件目は、新高区配水池付近の取り付け道路工
事に伴う水道本管の布設替えをいたします。当初予算
の積算時では仮設工事をするときに断水をする工法で
計画していたのですが、断水すると影響が大きいため、
断水をしない工法に変更します。工事費は 800 万円
ほどかかる予定ですが、県から負担金として返ってき
ますので、町の持ち出しはほとんどありません。
　二件目は、県道の未施工区間の池ノ頭地区で工事が
発注されましたが、水道の低区配水池の近くも布設替
えが必要になりました。工事費が 200 万円ほどかか
りますが、県から 100 万円ほど負担金として返って
きます。この２件の工事が主な補正の内容となります。
小林委員　新高区のところについて、現状の水道本管
が県道を横断することになるのですか。
前田建設課長　新高区配水池からまっすぐ県道にぶつ
かるよう接続道路工事が行われます。工事の中で道路
が大幅に下がるため、町の大動脈である本管が浮いて
くるような状況になるため布設替えが必要となりま
す。当初予算に３千万円ほど計上しておりますが、そ
の工事の仮設の過程の中で県と交渉し、断水しない工
法を採用したため、今回追加計上いたしました。
小林委員　断水はない方が良いのですが、旧本管から
新しい本管を接続する時も断水をしないで工事ができ
るということなんですか。
前田建設産業課長　旧本管とつなぎ合わせますが、こ

のときも断水せずに行えるということです。
武藤（隆）委員　水道本管を布設する場所は、県道と町
道の間ですか。
前田建設産業課長　今度新しく布設する本管に関しま
しては、県道の歩道上に布設いたします。

会　　計　　名 審議結果 補　正　額 補正後の予算総額

介護保険特別会計補正予算（第１号） 可　決
（全員賛成） ３８４２万円 ４億４６５０万円

令和５年度交付金受入超過に伴う国への返還金　２５７３万円他

簡易水道事業会計補正予算（第１号） 可　決
（全員賛成） ７３９万円 １億７４６０万円

県道富士吉田西桂線接続道路工事に伴う水道管布設替え工事　１０７２万円
人事異動に伴う人件費　△４３２万円他

下水道事業会計補正予算（第１号） 可　決
（全員賛成） ４０６万円 ３億　６８９万円

下水道接続にかかる修繕費　１５０万円、人事異動に伴う人件費　２５６万円

令和６年度 特別会計・事業会計補正予算額及び主な経費

工事図面
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総務委員会所管事務調査（９月 26 日実施）

を記載しました。
　消防団は技術分団及び各地区分団の班長以上の幹部
に実施しました。４７名より回答をいただきましたが、消
防団には意見を求めなかったので個別意見はありません。

主な委員質疑
中村委員　
　どうしてアンケートを取ったのかということを質問
させてもらいたい。このアンケート結果で賛成が多
かったら、議会の議決は関係ないということですか。
山崎町長　
　ジムに関しても町民の意思等々確認しながら、可能
性が０ではないっていうことをご理解いただきたいと
思います。

  三ツ峠グリーンセンターのスポーツ 
  ジムに関するアンケート調査について

小林委員提案理由
　令和６年６月定例会で本事業の補正予算案は削除さ
れましたが、その後にスポーツジム設置に関し、最初
に「健康づくり推進協議会」の委員、その後追加で「西
桂町消防団」の班長以上に対し行ったアンケート調査
結果について報告を求めます。
佐藤総務課長説明
　どちらも７月下旬から８月上旬にかけて実施しまし
た。健康づくり推進協議会は町長を除く１２名より回
答をいただきました。その主な意見についても、概要

西桂町健康づくり推進協議会
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総務委員会所管事務調査（９月 17 日実施）

主な委員意見
藤江委員
　町民の方から、歴代町長の写真を展示してほしいと
強い要望があります。また新庁舎に行った時に、町の
歴史を感じられるようなものがないと伺っています。
　これは新しい庁舎の造り方にもあるかと思います
し、そこの運営方法にもあるかと思いますが、町民の
非常に強い要望もあります。デジタル化により有効性
も便利性も出てくると思いますが、町民全員がデジタ
ル化の環境が良いということはありえないと思いま
す。町民からの強い要望ですので、改めて考えていた
だきたいと思います。
武藤（隆）委員
　旧庁舎では、町民の方々が２階まで登ってくること
は少なかったですが、各種会議をした時には歴代町長
の写真は必ず見ていました。そうすると、「初代分部
さんって上暮地だったのかな。」から始まって、順に
そんな話題になります。自然に町民の方に浸透してい
くような気がします。町の歴史をデジタル化までして、
町長の遍歴を冊子に出すと、それ１回で終わります。
　ですから、来庁者が目につく会議室の前あたりに歴
代町長を飾って、会議に来る方はどなたでも見て、ま
た話題できるような形ができれば良いのかなと考えま
す。
　壁に飾るということはアナログですよね、アナログ
があっても良いと思います。
小林委員
　佐藤課長の答弁は、保存方法を言っていただけで、
今回の事務調査は展示についてということです。武藤
委員も言ったように、私もアナログの展示が良いと思
います。　
　やはり展示というのは、明治 26 年の初代村長から
の西桂町の歴史の重みを町村合併しない限りは続いて
いくわけですから、それを子どもたちに教育の一環と
して示すためにも、庁舎の中にアナログで展示して、
誰でも見れるような状態で、今後進めていくのが良い
と考えます。
　歴代町長の写真をデジタル化することについては、
歴史的絵画もみんなデジタル化されてますので、パソ
コンや携帯電話でアクセスしてみることができるわけ
ですから、積極的に実行してもらって構わないです。

  西桂町歴代町長写真の
　　　　　役場新庁舎展示について

藤江委員提案理由
　歴代町長の写真は、役場旧庁舎２階廊下に飾られて
おりましたが、新庁舎には現在飾られていません。
　町民の方から、今までの町長を歴任してきた方々へ
の尊敬の念と歴史を重んじていただきたい。行政とし
てのあるべき姿を維持、継続してほしいとの意見を伺
いました。
　また、近隣町村においては、新庁舎に移っても町長
室等へ飾ってあるとのことです。それが当たり前のこ
とだと言われました。
　歴代町長の写真は、現在どのように管理されている
のか。また、今後その写真は展示する予定があるかど
うか説明をお願いします。
佐藤総務課長説明
　西桂の歴史の中で、明治 26 年の６月に桂村から西
桂村となった初代村長分部再弥村長からはじまり、令
和６年９月現在までの第 45 代山崎町長まで延べ 29
人の町村長がこれまでの西桂町を築き上げてこられま
した。
　西桂町においてはこれまでの尊敬の念とそれぞれの
功績を称え、旧庁舎２階の廊下に歴代首長の肖像画若
しくは写真を展示しておりました。
　本年５月に新庁舎へ移転しましたが、現在、歴代首
長の写真等は旧庁舎から取り外して保管しています。
　旧庁舎では額に入れ、直射日光を避けて展示してい
ましたが、経年劣化により色あせや破損が進んでいる
ものも見受けられます。
　現時点においては、今ある写真を修復せずに、デジ
タル化する考えでいます。データを残していく手法と
しては、スキャナーで残すか写真として画像を残すか
専門業者と協議していきたいと考えています。
　デジタル化した後のデータは、写真等の紙に印刷す
ることや額等を用意するなどの経費はかけずに、町広
報誌や町ホームページ等へ掲載していくことや、新庁
舎玄関にありますデジタル掲示板にてお知らせするな
どの周知を図っていきたいと考えています。
　以上のことから、新庁舎においては、壁に掛けての
歴代首長の写真等による物理的な展示はしないことを
現時点では考えています。



－ 14－

　特 別 委 員 長：小林　剛
　特別副委員長：瀧口幸男

【西桂町の現状】
　町村議会議員報酬額は、山梨県は 47 都道府県で平
均報酬月額の高い順から 47 番目。当町は山梨県内 14
町村のうち報酬月額の高い順から 12 番目。つまり、
日本全国で下から３番目。

【報酬見直しの審議結果】
　議員報酬（案）については、議長から西桂町特別職
議員報酬等審議会において検討いただくよう町長へ要
望書を提出した。

（注）西桂町特別職議員報酬等審議会の審査に委ねら 
　　   れ、可とならねば報酬変更は実現しない。

めることで委員会は一旦終了した。
【委員会採決結果】

　１人減　４名
　２人減　３名
　棄　権　２名

　９月 26 日の本会議にて、発議第４号　「西桂町議会
議員の定数を定める条例」の制定についてを発議した。
　この発議の可決により、次回の選挙（令和６年 11
月５日告示、10 日投開票）から議員定数を１人削減
した定数９人の町議会が実現することになる。

 【議員報酬等調査特別委員会設置の経緯】
　近年、町村議会において議員のなり手不足が深刻な
課題となっている。山梨県内においても県議会議員及
び市議会議員と比べ、著しく低い議員報酬が大きな要
因の一つに挙げられた。全国町村議長会及び山梨県町
村議長会の「議員報酬の適正化に関する決議」のと
おり、議員報酬の適正化について検討するよう要請が
あった。
●令和６年７月 16 日開催の臨時会にて、本町議会に 
　おける適正な議員報酬について調査、検討を行うこ 
　とを目的として設置。
●本特別委員会の委員定数は 10 人（全員）、役職者は 
　次のとおり互選により決定した。

【経緯】
　議員報酬の見直し（増額）を検討している県内町村
でも議員定数削減は重要課題として取り上げている。
　町議会議員の活動報告を議会報上で町民に知らせて
も、それが議員報酬増額の論拠となるかは不明確である。
　報酬引き上げと言う「良いとこ取り」だけ行って、
議員の既得権益（定数 10 人）を維持したままでは町
民は納得しないと思う。
　平成 24 年 11 月以降に設置された議会改革検討特
別委員会や住民からの請願を経て足掛け 12 年に及ぶ
結論を出す時には、強い決意をもって臨まなければな
らない。
　そして、各委員の意見を集約すると、増員、現状維
持、１人減、２人減の４案が出たが、最終的に議員定
数は削減する方向性で決定した。
　削減する人数を決定する直前で、猶予が欲しいと言
う意見がでた。それぞれの支援者や友人知人等の意見
を参考までに聞き、次回開催の委員会で削減人数を決

   西桂町議会議員の議員報酬の見直しについて

   西桂町議会議員の議員定数の見直しについて

注記
　繰り返しになるが、定数の変更は議員の議決だ
けで実現できるが、報酬の変更に関しては要望を
出すだけで議員が決定することはできない決まり
に当町はなっている。

議員報酬等調査特別委員会の調査により算出された議員報酬月額（案）
区　　分 現行（月額） 改正（月額） 増加額 算出根拠

議　長 200,000 円 238,000 円 38,000 円 議員報酬 175,000 円の全国
平均 1.36 倍の額 

副議長 160,000 円 192,500 円 32,500 円 議員報酬 175,000 円の全国
平均 1.10 倍の額 

常任委員長
議会運営委員長 0 円 180,000 円 180,000 円 議員報酬 175,000 円の全国

平均 1.03 倍の額 

議　員 145,000 円 175,500 円 30,000 円 全国平均の首長給料月額の
約 30％を基に算出（30.17％） 

（注）常任委員長と議会運営委員長は、現行では一般議員と同じ区分のため表では 0 円となっている。
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Ｑ
１　

新
庁
舎
の
建
設
に
か
か 

っ
た
費
用
と
資
金
の
内
訳
は
。

Ａ
１　

当
初
計
画
で
は
約
16
億

円
で
し
た
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦

争
な
ど
の
社
会
情
勢
の
変
化
に

よ
る
円
安
の
進
行
、
物
価
高
騰

の
影
響
を
受
け
、
結
果
的
に
約

19
億
円
と
な
り
ま
し
た
。
建
設

資
金
の
内
訳
は
、
庁
舎
建
設
基

金
が
約
３
億
円
、
公
共
施
設
整

備
基
金
が
３
億
４
千
万
円
、
寄

付
金
３
百
万
円
、
一
般
財
源
を

約
７
千
万
円
、
地
方
債
の
借

り
入
れ
額
が
11
億
９
千
万
円

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
地
方

債
の
借
り
入
れ
額
の
内
、
約

３
億
１
千
万
円
が
国
か
ら
交
付

金
と
し
て
入
っ
て
き
ま
す
。

Ｑ
２　

借
り
入
れ
た
町
債
の
償

還
計
画
と
１
年
間
あ
た
り
の
償

還
金
額
は
。

Ａ
２　

起
債
し
た
町
債
は
、
５

年
据
え
置
き
後
、
25
年
で
返
済

し
ま
す
。
１
年
間
の
返
済
額
は

約
４
千
万
円
で
す
。

Ｑ
３　

隈
研
吾
さ
ん
は
世
界
的

に
有
名
な
建
築
家
で
す
。
新
庁

武藤隆義  武藤隆義  議員議員

町
長
！
町
民
の
疑
問
に

お
答
え
下
さ
い

一 般 質 問

舎
の
設
計
費
は
、
一
般
的
な
設

計
事
務
所
の
設
計
費
と
比
べ
プ

レ
ミ
ア
価
格
が
付
い
て
な
い
で

す
か
。

Ａ
３　

隈
研
吾
建
築
都
市
設
計

事
務
所
と
は
、
一
般
的
な
指
標

に
基
づ
い
て
計
算
さ
れ
た
設
計

金
額
を
基
に
行
っ
た
公
募
型
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
決
定
し
ま
し
た
の
で
、
特

に
プ
レ
ミ
ア
価
格
が
付
加
さ
れ

た
も
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

Ｑ
４　

三
つ
峠
駅
舎
の
管
理
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
が
、
今
後

の
利
用
方
法
は
。

Ａ
４　

基
本
的
に
は
、
以
前

あ
っ
た
町
民
サ
ロ
ン
と
同
じ
よ

う
に
、
観
光
案
内
・
い
こ
い
の

場
・
湯
茶
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
考
え
て
お
り
ま
す
。
同
時
に

観
光
を
中
心
と
し
た
情
報
発
信

の
拠
点
と
し
た
利
用
方
法
も
考

え
て
い
ま
す
。

Ｑ
５　

三
つ
峠
駅
前
開
発
に
つ

い
て
、
将
来
像
と
開
発
に
要
す

る
期
間
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
ま
す
か
。

Ａ
５　

国
土
交
通
省
に
よ
る
補

助
金
事
業
に
採
択
さ
れ
、
町
か

ら
の
支
出
額
０
円
で
「
三
つ
峠

駅
前
に
お
け
る
持
続
可
能
な
小

さ
な
拠
点
」
と
し
て
計
画
案
を

策
定
し
ま
し
た
。
今
後
は
現
在

進
め
て
い
る
用
地
買
収
交
渉
・

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
結
成
・
ア
ド

バ
イ
ザ
リ
ー
業
務
・
サ
ウ
ン

デ
ィ
ン
グ
調
査
の
段
階
に
沿
っ

て
、事
業
計
画
を
作
成
し
ま
す
。‌

　

商
工
会
・
織
協
と
い
っ
た
公

共
機
能
、
特
産
品
販
売
施
設
・

シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
・
飲
食
店
等

の
地
域
振
興
施
設
、
宿
泊
事
業

者
の
誘
致
等
の
観
光
振
興
策
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
進

捗
状
況
等
に
よ
り
実
施
計
画
作

成
の
内
容
は
変
化
し
て
い
き
ま

す
。
着
工
目
標
年
度
は
令
和
９

年
度
か
ら
令
和
10
年
度
を
想
定

し
て
い
ま
す

Ｑ
６　

高
濃
度
P
C
B
（
ポ

リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
）
廃
棄
物

は
、
国
等
か
ら
令
和
８
年
７
月

15
日
ま
で
に
適
正
な
処
理
を
行

う
よ
う
指
示
が
あ
り
、
処
分
期

間
を
過
ぎ
る
と
西
桂
町
で
保
管

管
理
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

現
段
階
で
の
処
分
量
と
処
理
に

か
か
る
経
費
は
。

Ａ
６　

町
で
保
管
し
て
い
る

P
C
B
は
、
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
照
明
の
安
定
器
12
器
、
三

ツ
峠
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
の
夜
間
照
明
の
安
定

器
５
器
で
、
処
分
費
と
し
て
約

５
０
０
０
万
円
の
経
費
を
見
込

ん
で
お
り
ま
し
が
、
今
回
、
補

助
事
業
に
関
し
て
再
調
査
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
小
規
模
自
治

体
に
対
し
て
は
、
最
大
44
％
が

軽
減
さ
れ
る
制
度
が
適
用
で
き

る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
軽

減
後
の
見
積
額
、
運
搬
経
費
を

含
め
２
２
８
２
万
１
千
円
を
補

正
予
算
に
計
上
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

な
お
、
他
の
公
共
施
設
に
関

す
る
P
C
B
含
有
調
査
に
つ

い
て
は
、
細
か
な
調
査
が
必
要

な
た
め
、
本
年
度
中
に
予
算
化

し
調
査
業
務
を
行
っ
た
上
で
令

和
７
年
度
中
に
完
全
処
理
を
目

指
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
所
存

で
す
。

町
長
！
町
民
の
疑
問
に
お
答
え
下
さ
い



問　会員数を教えてください。
高尾さん　21名（大人７人、小中学生 14人）です。
問　活動日・活動時間は。
高尾さん　毎週　月・水・木曜日、午後 7時から
10時まで練習をしています。
問　活動場所は。
高尾さん　西桂中学校体育館です。
問　今後の目標は。
高尾さん　小学生、中学生は、関東及び全日本代表
を目指す！
　一般の方は、楽しみながらスポーツをしよう‼　

問　町民の皆さんにお知らせしたいことは。
高尾さん　小中学生は、関東、全日本大会に向けて、
真剣に取り組んでいますので、応援をお願いいたし
ます。また、卓球で楽しく体を動かしたい方を対象
とした練習も行っていますので、是非遊びに来てく
ださい。
問　行政に望むことは。
高尾さん　西桂中学校には卓球部がありません。今、
西桂の小学生が６人程高みを目指して頑張っていま
す。中学生になったときに、中学生大会に出場でき
るようにお願いします。

問　その他PRしたいことは。
高尾さん　一般の方で、遊びな
がら地域の大会などに参加して
みたい、試合をしてみたい方は、
一度（木曜日）、体育館に遊び
に来てください。

コミュニケーション広場コミュニケーション広場
皆さんの貴重なご意見・ご感想などを今後の議会活動に反映させてまいりますので、

積極的なご参加をお願いいたします。

西
桂
卓
球
ク
ラ
ブ

西
桂
卓
球
ク
ラ
ブ

手
話
サ
ー
ク
ル

　美

　水

　会

代
表

　武
藤
玲
子

　
　
　

代
表

　武
藤
玲
子

　
　
　

その97

代表者：高尾 益義

取材日：10 月 17 日
菅谷議員、梅原議員

編集／西桂町議会広報編集委員会
発行責任者　西桂町議会議長　酒井基和
編集委員長／菅谷　順　　副委員長／小林　剛　　委員／梅原浩一・渡辺正芳・武藤隆義

西桂卓球クラブの皆さん西桂卓球クラブの皆さん

コミュニケーション広場では、西桂町で活動されている団体を紹介しています。
掲載を希望される団体は是非ご連絡ください。  （議会事務局：☎ 25-2121）


